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昆明方言における単字調および “軽声"を伴う二音節語の調形士












ストレス左移動の順 ① ② ③
後字のタイプ “right spreading"“高降" “既定値"保存
前字調類 単字調値 I類=んS(2) 高降=LS(3) Ⅱ類=LS(1)
陰平 214 214+5 214+41 214+1
陽平 24 21+5 21+41 24+1
人声 24 21+5 21+41 44+1
去声 45 44+5 44+41 45+1
上声 41 41+1 44+1







地点 前字調類 単字調値 音節語調値
合肥 陰平 21 21+23








軽 b」 とする。但し,後字陰平は,単字調 (33)と同一調値で,「後重」であるか「後軽 a」 であるか
が判別できないので,以下の表では両者の間に置き,4.の表でも後字軽声の例としてカウントしない。
「数」は得られた語例数を表わす。








後 陰平33 1 数 陽平31 1 数 上53 1数 去212 1 数
陰平  33
後重 33+33 11335+31 1 435+53  1 5
後軽a
後軽b





後重 31+3313 31+31 1 531+53 1 103 +212 1 4
後軽a
後軽b
31+33 1 2631+33 1 2
31+21 1 2
上   53







去   212

























































太 明 脱 ,大 多 伯父,外 公 外組父,舅 グ 1与14的丹尋,舅 耶 揚場的弟弟,舅 娼 舅母。
「去十陽平」(「後重」212+31)6例
太阻,下雪,タト婆外祖母,醤油,二十,第 ‐。
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次に,得られた数値の0～1の間を1, 1～2の間を2, 2～3の間を3, 3～4の間を4, 4～5
の間を5, とそれぞれし, 3桁で表わした。
音節の絶対的な長さは捨象した。前字に対する後字の相対的な長さを「後字/前字」 により算出
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「昆明・陰平 b」 1形式は,単字調として現われる調素が後字軽声の前で変調しているので, これ
については,前字十後字の調形についてのみ,その他の場合に当てはめて述べる (4)。
以下では, 0で見た後字軽声の各タイプ,“Right ttpreading''タイプ, “高降 (High Ealling)''








単字 蔵if宇1 後字 衡 前 単 前 1 後




























後字調形が “中平"である「陰平 a」,「陽平 a」,「上 a」,「去 a」 4形式は, “中平 (Mid Level)"
タイプー略して “L"タイプーという範疇を新たに立て,そこに属させることができよう。但し, こ
れらのうち「陰平 a」,「去 a」 2形式は,Sタイプとも解釈できる。
後字調形が “降～低降"である「陰平 b」,「陽平 b」,「上 b」,「去 b」 4形式は,Dタイプである。


























去b  D 323   降昇 233 昇 321   低降 1.00 212 212i212
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名古屋学院大学論集
注
(1)扱った13種は以下の如くである:北京。吟爾浜・合肥・済南・蘭州・南京。青島・天津・烏魯木斉・武漢・西安。
銀川・鄭州。
(2)記述資料 (毛1997)では “軽声"とはしていないが,二音節語の前字が決まると,その後字が,元の声調に関わら
ず中和されて,同一の調値を取るものを,本稿では軽声として扱う。
(3)音声データとしては「現代浜活方吉音庫」(侯精―主編,上海教育出版社)『音梢』付属カセットテープの音声を,
また,音声分析ソフトとしては「音声録聞見 for Windows」(東京大学医学部音声言語研究施設,デイテル株式会社)
を,それぞれ用いた。
(4)石(1988:101)参照。「前字単字凋和経声悟音同不直接友生美系的,如北京L声和 “老虎"135+2〕癸経声悟
音同、安庚人声和経声悟音t司,ス」只考慮其変調t周値限軽声后字在音高 卜的美系,不追究其本凋和変調之同的演
変道程,所以,北京 “老虎"速祥的経声活音〕司就可以旧人旧平升共的経声活音)司来逃行付ぬ。」
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